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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は頭頸部癌患者の一次治療前に施行しているFDG-PETの画像データを用
いて病巣体積を三次元的に計測したMetabolic Tumor Volume (MTV)と治療予後との相関について検討した。放射
線治療を行った喉頭癌・下咽頭癌患者について後ろ向きに検討したところ、治療前のMTVが高値の症例は治療後
の遺残・再発および長期予後のいずれにおいても予後不良であると示された。

研究成果の概要（英文）：Background: The purpose of this study was to elucidate the prognostic 
significance of the pretreatment metabolic tumor volume (MTV) in patients with head and neck cancer 
treated by radiation-based therapy. Methods: This retrospective study included 118 patients with 
laryngeal carcinoma and 100 patients with piriform sinus carcinomas, who had received treatment by 
radiation-based therapy. The MTV values were obtained from pretreatment positron emission 
tomography. The association between clinical factors, including the MTV, and survival was analyzed. 
Results: Kaplan-Meier estimates revealed the 5-year disease-free survival (DFS) rates were 
significantly poorer for patients with a high MTV compared to those with a low MTV. In the 
multivariate analysis, MTV was found to be independent prognostic factors for DFS. Conclusions: The 
pretreatment MTV is a prognostic factor for DFS in laryngeal carcinoma patients and piriform sinus 
carcinoma patients treated by radiation-based therapy.

研究分野： 頭頸部癌
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１．研究開始当初の背景 
頭頸部癌の根治治療は手術と放射線を中

心とした治療に大別される。手術療法では患
者の音声・嚥下機能が犠牲になることが多い
ため、機能温存を目的として化学療法同時併
用放射線療法が考案され、広く施行されるよ
うになった。しかし治療後の遺残や再発を認
める例が少なからずあり、それらに対する救
済手術では通常よりも術後の創感染や瘻孔
形成をきたしやすく、さらにその治療に難渋
することが多い。 
従来、治療方針の決定には TNM 病期分類が

広く用いられているが、これは画像診断を中
心とした腫瘍の形態学的評価による分類で
あり、個々の腫瘍の細胞活性などの分子生物
学的な特徴は加味されていない。このため、
放射線を中心とした治療を行う症例につい
て、TNM 病期分類のみによる治療予後を予測
することには限界があると言える。 
近年臨床応用されている 18F-FDG-PET 

(Fluorodeoxyglucose - Positron Emission 
Tomography) および FDG-PET と CT の融合画
像である PET/CT は、局所のブドウ糖代謝を
評価する画像診断機器である。頭頸部癌にお
いては FDG-PET および PET/CT は FDG の集積
部位を生物学的活性が高い部位、すなわち腫
瘍の存在部位と考え、FDG の集積を SUV 
(Standardized Uptake Value) 値として半定
量化することで原発巣の評価、転移性リンパ
節や遠隔転移の評価などに広く臨床応用さ
れている。さらに最近では PET の画像データ
をもとに様々なパラメーターが考案されて
おり、その中でも FDG が集積した病巣の体積
を算出した Metabolic Tumor Volume (MTV)
は、いくつかの癌腫において予後予測因子と
なると報告されている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では頭頸部癌の一次治療前に施行
された PETの画像データから MTV値を計測し、
治療予後との相関を後ろ向きに検討する。本
研究の目的は治療前MTV値の治療予後予測因
子としての有用性を評価して頭頸部癌治療
前の予後予測に寄与することである。 
 
３．研究の方法 
 診療録の後方視的検討を行った。放射線治
療前の FDG-PET および PET/CT における FDG
の集積範囲を三次元的に計測することで腫
瘍体積を推計し、これを MTV と定義した。治
療前のMTV値が局所癌制御率および生存率と
の相関を検討するとともに、最も有意差をも
つ MTV 閾値を決定した。 
 
４．研究成果 
(1) まず、一次治療として放射線治療を行っ
た喉頭癌症例 118 例について解析し、治療前
のMTV値が高値であった症例は放射線治療で
CR とならない症例が有意に多く、また CR と
なった症例であってもその後の再発転移を

きたす症例が多かった。多変量解析において
も治療前MTV値が高値であることは治療後の
無病無再発(図 1)及び全生存において有意な
独立予後不良因子であると示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1 放射線治療を行った喉頭癌症例におけ
る治療前 MTV 値による予後 
 
(2) 続いて、一次治療として放射線治療を行
った下咽頭癌症例100例について同様の解析
を行い、治療前の MTV 値が高値であることは
一次治療後 CR、治療後無病無再発(図２)、全
生存において有意な予後不良因子であると
示された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2 放射線治療を行った下咽頭癌症例にお
ける治療前 MTV 値による予後 
 
(3)次に、上記検討において放射線治療では
治療予後不良と示された高MTV喉頭癌症例に
関して、上記の放射線治療群と、他の根治治
療法である手術を行った症例群との比較を
行った。高 MTV 放射線治療群 41 例と高 MTV
手術群 22 例の比較において、手術治療群は
放射線治療群と比較して有意に予後良好で
あると示された。 
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